
















































































このため， 1）相談活動， 2）プログラムや講座等， 3）地域の人々や行政等との共同研究， 4）研
究成果の社会への公開，などを行っていく予定です．
1）の相談活動では，子育て相談・教育相談・発達や障害の相談・保健相談・高齢者相談などを通し
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て，地域における専門的機能を持つ機関としての役割を担っていきたいと考えています．
2）では，子どもからシニアまでの活動プログラムの実践や公開講座等による啓発活動を通して，地
域の人々の生活を豊かにしていくことを目指します．
3）は，医療や教育機関との連携により，地域の人々の協力を得て，医療や福祉用具・教育関連プロ
グラムなどの開発を行っていきたいと考えています．
4）研究センターの成果は報告書としてまとめるとともに，姫路大学ブックレット（小冊子）の作成・
出版，姫路大学健康教育研究会などの設立などを通して，広く社会へ発信していく計画です．
研究センターは開設後間もないため，大学ホームページに研究センターの紹介や内容のページを作成
し，地域の人々に分かりやすいように周知し，地域の人々と歩んでいけるような研究センターにしたい
と考えています．
 
